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無麻酔動物の対照状態

上野 昭＊

　『麻酔という特殊条件が諸種の臓器機能にいか

なる影響を与えるか，充分明らかにされていない

現状では，麻酔下急性実験で得られた成績の展開

にはおのずから制約が有るはずである．従って一

部のモデル実験あるいはユニット実験を除く研究

は無麻酔無拘束状態の動物についても行われるこ

とが当然要求されているものと考えられる．しか

しその実施にあたっては実験技術的な制約に当面

するのである』．筆者が15年前に薬理學雑誌に掲

載した論文の一節であるが，現在も基本的にはこ

の考えに変わりはない．臨床麻酔では麻酔前から

覚醒に至るまで生体機能の変化は仔細に観察記録

されていると思う．そこでなにを今更ということ

になるが，若し対象が頑是無い幼児，小児であっ

た場合，前投薬なしに全経過の記載が可能であろ

うか．動物に至って尚更のことになる．ここでは

20数年来の無麻酔動物実験を通じ犬に教えられ，

また通常論文には記述しない事柄などにふれて斉

藤隆雄教授の御厚誼にお応えしたいと思う．

　犬と馬だけが人間と主従関係が成立する動物と

言われている．真偽は別にしても犬が人によく馴

れるのは事実である．しかし人間は手前勝手で自

己中心的な動物であるので犬が尻尾を振れば犬が

馴れた，と考える処から誤解が生じる．

　筆者は昭和20年代から動物実験は無麻酔無拘束

動物で行う必要性を考えた．学位論文を完成させ

るために血流測定が必要となり回転マノメーター

血流計という自記血流計を完成させたが，薬物反

応を起こすには臨床用量と比較し極めて大量を必

要とした。これではとても臨床医学に役立っ研究

は出来ないと考えたからであった．

　昭和30年代後半になると研究室の状態はやや好

＊長崎大学医学部薬理学第一教室

和したので無麻酔無拘束犬の循環器機能を遠隔記

録する方法の開発に本格的に取り組んだ，始めの

10年は方法論に始終し，送信器の製作，慢性植込

みの手技に腐心した．犬については静脈注射中も

尻尾を振ると言って満足していただけで，実は犬

の精神状態まで考えるゆとりはなかった．当時50

頭の無麻酔無拘束犬の血圧を集計し74±2／120

±5mmH：9，心拍数82±4／minをえていた昭和49

年の頃であった．この数値は無麻酔安静状態の犬

の生理係数としては現在も通用はするが，その後

経口投与，舌下投与など手懸けている間に

animal　instrumentationの手技も材質も向上した

せいか，植込みセンサーの寿命も延長し数ケ月か

ら半年となり，体温の定時計測等健康管理が次第

に加わり，安静時直腸温が38．4。C以下であれば

正常，それ以上では感染症が存在することも経験

的に分かってきた．開胸，開心術などでは長期間

抗感染症薬の投与を必要とすることも知った．そ

れ以前の実験は恐らく大部分が有熱状態の犬の実

験と言われても致し方ない．さてこのように実験

条件が整備されて来ても，instrumentationを行

い10日乃至2週間の療養静養後，実験に取り掛か

ると当初はいずれの犬も血圧，心拍数は高い値を

示すのが通例である．数十分乃至数時間放置する

と次第に下がってくる犬もいるが，連日記録を行

っても正常値に到達するまで更に1乃至2週間を

要する犬も少なくない，例え睡眠中においてもで

ある．つまりこの間，犬は環境や人に慣れておら

ず心に真の平静がないと考えられるのである．こ

のあいだの実験はcontrol　stateが不定であるの

で，研究としての価値はない．

　この5・6年来筆者らが略々恒常的に得ている

reclining　steady　stateの生理係数は平均血圧80

mmHg，心拍i数60～65／分である．安静度が高ま
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ると容易に心拍数は50を割るが長くは続かない．

睡眠中も同様であるが，殆どの犬は屡々夢をみる，

人間同様良い夢は少なく（この場合は尾をふる），

悪夢が多いらしいこの際，心拍数，血圧は急昇し，

こまかいrunllillg　motionやtremor，　twitching

などをしめす，冠血管径の収縮がみられることも

ある．しかし，いずれにしてもsteady　stateで前

掲の数値を示す限り犬は肉体的に健康，精神的に

平静であると考えるようになった。つまり，これ

は無麻酔無拘束実験の聖心血管系の生理学状態を

規定する『対照状態』ということになる．私共が15

年間試行錯誤を繰り返し到達したものである．こ

れを基準にすると，麻酔薬の影響，自律神経系の

緊張状態も窺うことができるはずである．今後無

麻酔犬の実験を手懸ける方は，これを目標にすれ

ば我々のように無駄な時間を費やさずに無麻酔犬

での実験条件を整備することが容易になる．

　生理学，薬理学領域では無麻酔動物実験の必要

性が以前から叫ばれている．そのような実験は微

々たるものではあるが，少しずつは増えて来た．

麻酔をかけてなければ無麻酔には違いないが，い

かなる実験も確実な対照が必要である．近来見掛

ける国内の無麻酔実験の多くは心拍数，血圧がか

なり高くいずれも100を軽く越えているのが実情

である．このことは犬がsteady　stateに到達する

以前での実験であり，確実な対照状態を持たない

ことをはしなくも露呈している．外見上目立たな

くとも犬は恐怖におののきsheveringでも起こし

ていると想像される．このような実験は精度も価

値も麻酔下実験に劣ることを知らねばならない．

経験が余りない場合，術後1～2週間の静養後，

更に少なくとも1～2週間以上はコントロールの

みをとる必要がある．かくすれば対照状態は必ず

下がってくる．またそうでなければ実験とは言え

ないのではなかろうか．我々が許容しうると考え

る無麻酔犬の対照状態の上限はHR　80，　BP　90

mmH：gであろうか．要するにじっくり構えなけ

れば無麻酔動物実験は出来ないのである．

　我々は犬に特別の訓練はしない，ただ研究者自

身が親身な世話をするだけである，特に術後の世

話は犬の身にこたえるらしい，これらを通じ信頼

が芽生える．筆者は犬との対応は成るべく事務的

にするよう心がけている．実験室内ではなおさら

である．熱狂的に迎えられては，実験に支障を来

すだけである．静かに尾を振る程度が最良である．

犬は人の表情をよく読みとる．従ってあとは以心

伝心，目と目で情報伝達ができるようになる．

　20年来の共同研究者，野中和子君はどちらかと

言えば，人間より犬が好きなタイプである．無麻

酔実験に従事してそうなったのかあるいは先天的

かは定かではない．通勤路に飼われている犬とは

全て泥懇な間柄であり，隣家の犬は彼女の帰りを

夜半まで待ち兼ねている．通勤途上教室までつい

てきて，教室の住人となった犬もいる．犬にとっ

ては天女の如き存在らしいのである．教室のどの

犬にも全く公平に対応する，これは簡単なようで

凡人には出来がたいことである．これが岡津の間

の平和の成立に寄与する．このような環境の下教

室の犬は毎日実験への出番を待っており，その時

になると歓喜し，装具をつけると静臥し，経口投

与，舌下投与に応ずる．実験が終了すると又歓喜

し自室に帰り満足しているが出番のない日は不服

そうである．かくしてワン公達は今日も精一杯体

を伸ばし寝そべって春の風の香を鼻一杯吸い込ん

だり，カー杯吠えては，ほほ笑んでいるのである．

Presented by Medical*Online


	0671
	0672



